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都市デザイン学部の外部評価について 

 

本学部は，持続可能な都市，地域の創生を目指して開設され，２０２２年３月に最初の卒業

生を社会に送り出しました。４年間で構築した学部教育を評価していただき，教育の一層の充

実を図ることを目的として，２０２２年１１月１日に外部評価委員会をオンラインで開催いたしま

した。外部評価委員をお願いしたのは，宇都宮大学地域デザイン科学部の藤原浩己学部長，

愛媛大学社会共創学部の徐 祝旗学部長，宮崎大学地域資源創成学部の桑野 斉学部長

の３名の先生方です。どの学部も，本学部に先行して２０１６年に開設された地域系学部です。 

外部評価委員会では，学部及び３学科の概要を紹介した後に，本学部の教育の特長であ

るデータサイエンス，デザイン思考，PBL について説明し，教育の成果（授業評価アンケート，

学生生活満足度アンケート，卒業研究のテーマ，進学・就職状況など）を示しました。地域課

題への取組については，委員の先生方の学部での事例もご紹介いただきました。 

当日，委員の先生方からそれぞれ講評をいただきましたが，改めて書面で講評をいただき

ましたのでお許しを得て公表いたします。データサイエンスやデザイン思考，PBL を中心に据

えた学部教育については，特徴あるプログラムとして評価していただきました。一方で，教育

全体の連係，学科間の融合・連携，教育組織のダイバーシティなどを課題としてご指摘いた

だいております。どれも温かく，かつ建設的なご意見ですので，常に頭に置きながら，都市デ

ザイン学部の充実につなげたいと考えております。 

 

富山大学都市デザイン学部長 

渡  邊    了 
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１．富山大学都市デザイン学部外部評価委員会出席者 

外部評価委員 

機 関 職名 氏 名 

宇都宮大学 地域デザイン科学部 学部長 藤 原  浩 己 

愛媛大学 社会共創学部 学部長 徐 祝 旗 

宮崎大学 地域資源創成学部 学部長 桑 野 斉 

学内出席者 

所 属 職 名 氏 名 

都市デザイン学部 学部長 渡 邊 了 

都市デザイン学部 副学部長 堀 田  裕 弘 

都市デザイン学部 副学部長 松 田  健 二 

都市デザイン学部 地球システム科学科  学科長 石 川  尚 人 

都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科 副学科長 堀 祐 治 

都市デザイン学部 材料デザイン工学科  学科長 佐 伯 淳 
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２．外部評価委員会日程 

日時 

令和４年 11 月１日（火） 13 時～16 時  Zoom によるオンライン開催 

次第 

13:00 挨拶，学部の概要 （学部長 渡邊） 

学科構成と連携関係，学部共通教育，大学院組織 

13:20 各学科の概要 

地球システム科学科   （学科長 石川） 

都市・交通デザイン学科 （副学科長 堀） 

材料デザイン工学科   （学科長 佐伯） 

13:50 質疑応答 

14：00 学部共通教育の特長 

データサイエンス  （副学部長 堀田） 

デザイン思考，PBL （学部長 渡邊） 

14:30 質疑応答 

15:00 休憩 

15：10 教育の成果 （副学部長 松田） 

授業評価アンケート，学生生活満足度アンケート，休・退学状況 

卒業研究，進学・就職状況など 

15:40 講評 

15:55 挨拶 
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富山大学都市デザイン学部外部評価講評 

宇都宮大学 

総論 
・性格の異なる理系 3 学科から学部を構成されており、それらをもって都市デザイン学部
としてのミッションを果たそうとされている事は、かなりの困難であったと思われるが、非
常に良く考えられた教育プログラムとなっていると感じられる。

評価できる点 
・課題解決型学修(PBL)とデータサイエンスと組み合わせた、理系らしい地域課題解決スキ
ルを身に着けさせる教育システムである。
・選択科目の全学横断 PBL も大半の学生が履修しているとのことで、学生のモチベーショ
ンを高めた成果だと評価できる。また、必修の地域デザイン PBL と併せて 2 サイクルの
PDCA によって学習効果を高める努力が評価される。
・学生の声によるエビデンスに基づいて、評価・分析の仕組みが整えられている。

課題 
・各学科の教育プログラムにおいて、デザイン思考とPBLがやや浮いている印象を受ける。
ゼミや卒業論文のみならず、各専門科目とどのように結びつけていくか、その企画や推進の
体制がどうなっているか気になる。 
・PBL 科目が夏休み期間中あるいは 3 ヶ月だけというのは期間が短く、学生のモチベーシ
ョンが消化不良を起こしていないか、懸念がもたれる。
・各学科毎に地域貢献は実践されていると思うが、今後学科横断的なユニットを構成しての
地域貢献が求められると思われる。今から素地を作っておく方が良いと思われる。
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令和４月１１月１日に開催された富山大学都市デザイン学部外部評価委員会に参加させて
頂きました。貴学部の教育成果や取組み、学部管理運営の状況を確認しながら、同じ地域系
学部としての共通の理念や目標、課題が共有できました。大変刺激的で有意義でした。 
外部評価委員会では、まず事前に配布された貴学部の資料に基づいて、執行部の先生方から
学部・学科、学部共通教育の特徴であるデータサイエンス・デザイン思考科目の導入、教育
の成果などについて、丁寧にご説明を頂いたのち、外部評価委員の質疑に真摯にご対応頂き
ました。 
貴学部は教育の現状とリソースを的確に把握したうえ、自然科学の教育の基本体系を維持
しながら、社会科学の要素を取り入れる工夫が施されています。「デザイン思考に基づいた
創造力を身に付け、問題の発見・解決のできる人材を育成し、都市や地域の創生と持続的発
展を通じて、人間社会と自然環境とが共生する理想的な社会の実現に寄与する」という教育
目的は概ね達成できています。 
学部共通科目では、デザイン思考科目の導入および PBLの実施、データサイエンス系科目
の導入は学部の基幹であり、地域社会が求めている人材の育成に非常に効果的であります。
また、JABEE 認定（暫定認定を含む）による教育の質保証、積算能力評価による学修成果
の可視化が高く評価できます。 
地球システム科学科では、自然科学分野において社会課題に対して「地球」と「地域」の両
方の視点を持つ人材の育成に必要なカリキュラムの構築への取組み、都市・交通デザイン学
科では、自然と共生に必要な問題発見力・解決力、コミュニケーション力の養成、材料デザ
イン工学科では、研究センターと連携し地域産業を支える機能材料の研究開発・技術育成へ
の注力、という教育研究の特色が特に評価できます。
従来の専門領域の教育を維持しながら地域課題解決に貢献できる人材の育成に、適切なカ
リキュラムと教育メソッドが必要となります。社会ニーズの変化に対応するために、多くの
大学・学部が模索しながら教育成果を検証し教育の改革や見直しを進めています。今後貴学
部の教育成果の検証においては、以下の３点をご留意頂きたいと思います。
（１） 専門領域が相対的に完結している３つの学科間の学問融合の、具体的な到達目標や

融合の在り方、あるいは学科間の協働体制をより明確にすること
（２） 教育組織のタイバーシティを強力に推進すること
（３） PBL 科目は反復性が重要であるので、学年進行に合わせて PBL 科目を強化し、理

論と実践教育の相乗効果の向上を図ること
貴学部にとりましては、先進的な取組みを継続的に進められ、ますますのご発展を切に願っ
ています。 

国立大学法人愛媛大学 
社会共創学部長 徐祝旗 
令和４年１１月３０日 
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富山大学 都市デザイン学部 外部評価委員会 委員講評 

宮崎大学 地域資源創成学部 

学 部 長  桑 野  斉 

総論 

国と地方が進める地方創生を背景に、全国にいわゆる地域系学部を設置する大学が増加してい

るが、学部名称はさまざまで地方創生や地域社会との関わり方も一様ではない。そのなかで「都

市デザイン学」を冠する学部は富山大学のみであり、理工系 3学科で構成するユニークな地域系

学部として、他大学とは一線を画した独自の学際融合の教育研究を推進している。 

特に富山県の地域的特性や社会的課題を「都市デザイン」の観点から教育研究の対象とす

ることで、個性ある教育プログラムの確立や社会実装が可能な学術研究成果を多数創出する

ことに成功している。 

評価できる点 

学部教育の特徴となっている①デザイン思考と②データサイエンスの 2 つの教育コンセ

プトが学部教育の独自性や有効性を高めることに貢献している。 

①デザイン思考については、学部共通科目である「デザイン思考基礎」が重要な役割を果

たしており、座学的な知識習得の機会にとどまらず、アクティブ・ラーニング（グループワ

ーク）を通じて社会的な実践・実装を想定しながら、学生自身が各々のアイデアを企画・考

察できる学習機会となっている。この「デザイン思考基礎」から「地域デザイン PBL」等に

学びが進展することで、富山県の社会的・地域的問題・課題を念頭に、学生が分野横断型の

総合的なアイデアや成果を長期に探求することが可能な“独自の学びのフロー”が形成され

ている。 

②データサイエンスについては、教育研究において重要性が増している数理・データサイ

エンスを「都市デザイン学」の観点からプログラム化することで教育上の有効な成果を創出

している。特に AI と都市デザインの関係を明確化することで、学部 3 学科に通底する「都

市デザイン学」の意義や社会的役割を、データサイエンス科目を通じて学生が修得すること

が可能となっている。

課題 

(1）学部設置計画履行期間後の「都市デザイン学」の確立

学部設置計画履行期間の終了後は、学部開設後に顕在化した教育研究上の課題解消に努め、

次期の目標を構築する重要な時期にあたる。学生に授与される学位は理学士、工学士となっ

ているが、本学部の教育研究が理・工学部の亜流ではなく、社会的・地域的・歴史的な要請

に基づく先進的・先端的・本格的な学術分野となるよう、本学独自の「都市デザイン学」の

確立に向け、教育研究の体系化・理論化がより一層進展することを期待する。 

(2)富山県の地勢・特性を活かした教育研究のより一層の推進

北陸新幹線の開通後は人・物流の高速化・効率化などが進展し、富山県は北陸の要衝として再

評価され、新たな発展を遂げた。富山大学はこうした拠点性を活かし、北陸のみならず関東・関

西・信越各地域との学術的ネットワークを形成している。このため、都市デザイン学部も富山県

の地勢・特性を最大限に活かし、他の地域系学部の教育研究の成果を縦横断的に繋ぐ学術的ハブ

機能を担うことが可能である。特に理工系を基盤とする学部の特性を活かし、教育、政治経済、

芸術文化等の他系統の地域系学部とは異なる独自の教育研究の成果を創出し、他地域・他大学の

地方創生、地域活性化に資する取組を先導・牽引していただくことを期待する。 
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4．外部評価委員会配付資料 

学部開設の背景 

資料１ 学部の概要 

 学科構成と連携関係，学部共通教育，大学院組織 

資料２ 各学科の概要 

2-1 地球システム科学科

2-2 都市・交通デザイン学科

2-3 材料デザイン工学科

資料 3 データサイエンス 

資料 4 デザイン思考，PBL 

資料 5  教育の成果 

授業評価アンケート，学生生活満足度アンケート，休・退学状況 

卒業研究，進学・就職状況など 

資料 5-1 教育の成果・別添資料 
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都市デザイン学部の開設 背景

2004年 国立大学法人スタート

2010年
2013年 ミッションの再定義 ⇒ カテゴリー分け，機能強化

改革加速期間（組織再編の重点支援）

2016年

第
１
期
中
期
目
標
期
間

（
始
動
期
）

第
２
期

（
改
革
期
）

第
３
期 7
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資料
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都市デザイン学部の開設 背景

2004年 国立大学法人スタート
2005年 富山県内３大学の統合

富山大学
富山医科薬科大学 富山大学
高岡短期大学

2010年
2013年 ミッションの再定義 ⇒ カテゴリー分け，機能強化

改革加速期間（組織再編の重点支援）

2016年

第
１
期
中
期
目
標
期
間

（
始
動
期
）

第
２
期

（
改
革
期
）

第
３
期 9



都市デザイン学部の開設 背景

2004年 国立大学法人スタート
2005年 富山県内３大学の統合

富山大学
富山医科薬科大学 富山大学
高岡短期大学

2010年
2013年 ミッションの再定義 ⇒ カテゴリー分け，機能強化

改革加速期間（組織再編の重点支援）

2016年

第
１
期
中
期
目
標
期
間

（
始
動
期
）

第
２
期

（
改
革
期
）

第
３
期

実質的な統合が進まず，
第2期に組織再編を進めることができなかった。
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都市デザイン学部の開設

2018年 富山大学9番目の学部として開設
（人文，教育，経済，理，工，医，薬，芸術文化）

これからの時代の都市・地域のデザイン ⇒ 持続可能な社会

3大学統合の象徴
人文社会系・理工系・医薬系・芸術系のすべての学問分野の
知を集約して，時代の変化に合わせながら新しいものをつくり
出すことで社会に貢献

                                                       11



都市デザイン学部

目的

自然科学と科学技術を基盤とし，社会科学的要素を加味した「自然災害の
予測やリスク管理，社会基盤材料の開発，都市と交通の創造」に係わる特
色ある国際水準の教育・研究を行い，「デザイン思考」に基づいた創造力
を身に付け，問題の発見・解決のできる人材を育成し，都市や地域の創生
と持続的発展を通じて，人間社会と自然環境とが共生する理想的な社会の
実現に寄与することを目的とする。
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都市デザイン学部の構成

地震学，地球電磁気学
地質学・岩石学
気象・海洋・雪氷学

金属（アルミ，鉄）
セラミックス
有機材料

都市・交通デザイン学科
学位：工学（54）

材料デザイン工学科
学位：工学（65）

土木工学
都市・交通計画
情報科学

地球システム科学科
学位：理学（40）

人の移動を含む
まちづくり・地域づくり

都市・地域の土台となる
自然の理解

社会を支える材料の
開発
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3学科の連携

地球
システム
科学科

材料
デザイン
工学科

都市・交通
デザイン
学科

高低差 4,000 mのユ
ニークな自然環境での
フィールドワーク

コンパクトシティを実践
する先端の環境で行政や
企業と連携した学び

アルミ産業をはじめと
するものづくりの盛ん
な富山での学び

理・工・社会科学・
芸術文化の学際融合
による地域創生，安
全・安心都市の創出

自然災害の予測
災害に強いまちづくり

都市・交通を支える材料
インフラの維持管理
カーボンニュートラル

環境・防災に適合する
材料設計

地元企業の活性化
大学発ベンチャー
企業の創出
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繰り返し

都市デザイン学部 教育の特徴

デザイン思考
チームでアイデアを生み出す思考法
観察，分析，発想，試作，評価のプロセス
を繰り返しながら，異なる分野の人間の知
識や経験を融合する。

・デザイン思考基礎
・デザインプレゼ
ンテーション

データサイエンス
「現代の読み・書き・そろばん」
都市・地域づくりに向けて，様々な情報を
収集・分析する。

・データサイエンスⅠ（確率・統計）
・データサイエンスⅡ（多変量解析）
・データエンジニアリング基礎
・人工知能基礎
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都市デザイン学部 教育の特徴

課題解決型学修 (PBL)
学科・学部を超えて地域課題の解決
「デザイン思考」の実践
・地域デザインPBL（必修）
・全学横断PBL（選択）

クォーター制
短期集中で高い学修効果
必修科目のないタームに短期留学，学外活動

積算能力評価
学修成果の可視化

日本技術者教育認定機構(JABEE)
による教育プログラムの認定
教育の質保証
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カリキュラム

教養教育科目

人文科学系
社会科学系
自然科学系
医療・健康科学系
総合科目系
外国語系
情報処理系

学部共通科目

都市デザイン学総論
データサイエンスⅠ,Ⅱ,Ⅲ
デザイン思考基礎
インフラ材料
物質科学
自然災害学
地域デザインPBL
全学横断PBL
都市ブランドデザイン
科学者・技術者倫理と知的財産

など

専門基礎科目

微分積分
線形代数
力学
応用数学

など

専攻科目

地球システム科学科
地球科学概論
など

都市・交通デザイン学科
都市と交通の基礎理論
など

材料デザイン工学科
固体物性工学序論
など

2学科で
担当

17



富山をフィールドとして学ぶ

地球システム科学科 都市・交通デザイン学科 材料デザイン工学科

富山湾

野積川（八尾）

新湊大橋

富山駅

ものづくり見本市

ものづくり見本市18



令和４年４月からの大学院大学院組織 （令和４年４月～）

19



20



                                                       21

Oshiro
テキストボックス
資料2-1



22



                                                       23



24



                                                       25



                                                       26



27



 講座・分野と担当教員

 教育目標・入学者受入れの方針

 主な特長（クォーター制）

 進路状況

富山大学 都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科

都市・交通デザイン学科
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都市デザイン学部 都市・交通デザイン学科

• 2018年(平成30年)4月1日開設され、５年目に。
• 国立大学で土木系の学科の新設は、36年ぶり。

• 学科教員専門分野：鉄道、道路、交通政策、水辺環境、都市計画、社会基
盤設計、景観、デザイン、住民参加、災害情報、防災、地盤、構造、コンク
リート、データサイエンス等
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インフラ構造学（整備・維持管理）

30



国土・交通計画学
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都市・地域コミュニティ学
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デザイン・環境学
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情報・数理科学
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防災・減災学
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都市・交通デザイン学科における講座・分野と担当教員

9

教授 准教授 助教

水理デザイン 木村

防災・地盤工学 原 竜田

構造・橋梁 鈴木

構造・材料及び基礎 河野

鉄道・交通 金山

交通まちづくり 本田

地域交通 猪井

行動環境関係学 高柳

設計マネジメント 久保田 王

都市･建築環境 堀

ユニバーサルデザイン 矢口

メディア情報通信 堀田

情報処理 春木

行動防災 井ノ口

社会情報学

講　座 分　野
担当教員

インフラデザイン

都市・交通計画学

環境デザイン学
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都市・交通デザイン学科 教育目標

10

都市・交通デザイン学科では，幅広い知識と深い専門的学識を持ち，
学科横断型教育科目等の修得に基づき，デザイン思考を実践する
豊かな想像力により，問題発見・解決力，多様な人々とのコミュニ
ケーション能力，及び倫理観・責任感を身につけ，自然と共生した地
域社会や国際社会の持続的発展に貢献できる者に学士（工学）の
学位を授与する。

準備されている科目は、大きく分けて下記の２つ。

• 教養教育科目：学問のすそ野を広げ，豊かな人間性と創造的問題解決能力を養う

ため，全学部共通の科目

• 専門科目： 本学部（学科）が開講する、専門的知識を修得するための科目

社会から求められる人材となる
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■富山大学 入学者受入れの方針

富山大学は，本学が掲げる教育理念，卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に 基づき，人文科学，
社会科学，自然科学，生命科学，保健医療及び芸術文化の各分野に高い関心 を持ち，幅広く豊かな教養と専門
的な知識や技術を活かして，地域と国際社会に貢献しようとす る高い志を持つ者を受け入れる。 そのため入学
者選抜の基本方針として，複数の受験機会や多様な学生を評価できる入試を提供 する。

■都市・交通デザイン学科 入学者受入れの方針

都市・交通デザイン学科及び材料デザイン工学科では，幅広い知識を身に付けるとともに，豊かな 人間性を涵
養し，地球（環境），都市・交通，材料に関する深い専門的学識や技術を修得して，地域 社会や国際社会の持続
的発展に貢献する意欲のある人材を求める。このため，特に以下のような人材 を求める。

• 都市や地域の創生に興味のある人
• 美しい都市や地域の実現に興味のある人
• 都市のユニバーサルデザインに興味のある人
• 地域を支える，便利で合理的な交通システムの開発や計画に興味のある人
• 防災の在り方やその具体的な方策から，安全・安心な社会の実現に興味のある人
• 物理学や化学の知識に基づいて，材料の様々な特性・特徴が発現する仕組みの解明に興味のある 人
• 社会や自然の環境に強い興味を持ち，新素材や新機能材料の開発に興味のある人

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
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募集人員

https://www.u-toyama.ac.jp/admission/undergraduate-exam/

※R3年度まで：前期日程15名，後期日程10名，合計40名
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入試の種類と選抜の基本方針

■一般選抜（前期日程，後期日程）

■特別選抜（学校推薦型選抜）

■総合型選抜

■特別選抜（私費外国人留学生選抜）

大学での学修に必要とされる高等学校卒業レベルの基礎学力を評価するとともに，読解力，論理
的思考力，及び表現力を評価する。

大学での学修に必要とされる高等学校卒業レベルの基礎学力を評価するとともに，人物に優れ，
リー ダーシップを有することを評価し，また，論理的思考力，判断力，表現力，学修意欲，明確な志
望動機，及び都市デザイン学への関心度を評価する。

■特別選抜（帰国生徒選抜，社会人選抜）

大学での学修に必要とされる高等学校卒業レベルの基礎学力を評価するとともに，主体性，積極
性，協働性に関わる秀でた個性を評価し，また，論理的思考力，理解力，観察力，表現力，学修意
欲，明確な志望動機，及び都市デザイン学への関心度を評価し，入学者を選抜する。

本学で「小論文」を課し，論理的な思考力及び文章表現力を評価する。また，「面接」を課し，口頭
による表現力を評価する。

日本留学試験では，基礎学力を評価する。本学では「面接」を課し，学修意欲及び基礎学力と日
本語能力を評価する。
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総合型選抜 最終選抜の内容

【グループディスカッション】

試験当日に提示するテーマについて，ディスカッションを行います．グループの編成や人数は，試
験当日に指示します．なお，ディスカッションには共同作業を含む場合があります．

※最新の情報・詳細は，本学ホームページおよび【学生募集要項（総合型選抜）】をご確認ください．

【プレゼンテーション】
事前に提示した課題について，10分程度のプレゼンテーション（質疑応答を含む）を個人別で行い

ます．なお，プレゼンテーションは，資料を用いずに口答のみで行います．
※第1次選抜合格者に対し，合格通知書と併せて課題を通知します．

【レポート作成】

試験当日に提示する数学や理科（物理，化学，生物，地学のいずれかから選択）の基礎学力を問
う題材について，120分間でレポートを作成します．

【面接】
都市・交通デザインに対する関心度，学修意欲及び論理的思考力などを問う個人面接（1人10分

程度）を行います．
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必修科目がない

■ 主な特長（クォーター制）

15
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必修科目がない

■ 主な特長（クォーター制）

16

海外留学・ボランティア活動等
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■ 都市・交通デザイン学科４年生の進路状況
（3月31日現在）

• 就職 16

• 富山大学大学院進学 12

• 他大学大学院進学 5

17                                                       44



富山市の中心市街地グランドプラザにおいて

「まちなか授業」

18

１年生前期の「入門ゼミナール」
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単位が出るかなんて小さなことは気にしない！

やりたいことを自主的にやるのだ！

【自主プロジェクト】

まちなかライトアップ事業

富山湾ショートクルーズ振興策を考える

城址公園を賑わいの核にするプロジェクト

魚津の中央通り名店街を楽しく楽しむプロジェクト～大学生による商店街課題解決

富山メロディシティプロジェクト

まちなか観光ルートの開発

路面電車の富山大学内延伸と将来ネットワーク構想を考える
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ありがとうございました
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年11月1日
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高岡大仏

前田年長像 大伴家持像
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富山県は県民総生産に対する
工業製品が占める割合が全国トップ！
中でも金属製品はその７割にも達する

アルミニウム銅

鉄

その他
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素形制御工学
組織制御工学

機能制御工学
環境材料工学

物性制御工学

材料プロセス工学
材料成形加工学

計算材料学

鉄鋼材料工学

光機能材料工学

原料、素材

軽金属系
（Al,Mg)

無機化合物系
セラミックス系

有機化学、
人工光合成

金属系

鉄鋼系

製錬

製品

腐食防蝕

鋳造

構造設計

製造プロセス

原子オーダー
の制御

理論計算

加工

製造プロセス
ナノ医療開発

人工光合成

物理現象
(低温、超伝導)

機能発現

特性評価

56



カリキュラム・ツリー
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JABEEとは

大学など高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムが、
社会の要求水準を満たしているかどうかを外部機関が公平に評価し、
要求水準を満たしている教育プログラムを認定する専門認定
(Professional Accreditation) 制度。

日本技術者教育認定機構
（Japan Accreditation Board for Engineering Education)

設立 1999年11月19日

目的
・統一的基準に基づいて理工農学系大学における技術者教育プログラム
の認
定を行い、教育の質を高める、改善を応援することで、わが国の技術
者教育の国際的な 同等性を確保する。
・技術者の標準的な基礎教育として位置づけ、国際的に通用する技術者
育成
の基盤を担うことを通じて社会と産業の発展に寄与する。
（科学技術の専門知識、デザイン能力、コミュニケーション能力、
チームワーク力、技術者倫理）
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富山大学 材料デザイン工学科修了生のGOAL

1. 技術者倫理に基く行動ができる。
2. いかなる状況にも対応できる工学基礎学力
3. 材料工学に関する知識と判断力
4. 新たな目標の企画力と実践力
5. 正確でアトラクティブなプレゼンテーション

国際舞台で活躍できる技術者

60



地球システム科学科 ：暫定認定（2021年４月から５年間）
都市・交通デザイン学科：暫定認定（2021年４月から５年間）
材料デザイン工学科 ：認定（2020年４月から６年間）
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2532カ国 140機関 62
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卒業後の進路状況・就職先
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求める学生について

材料デザイン工学科では

・物理学や化学の専門知識を高めたい
・新素材や新機能材料の開発に興味がある
・新しい自動車、航空・宇宙、鉄道用材料を作りたい
・一流会社でエンジニアとして活躍したい

など、材料に関する様々なことに興味がある学生を求
めています。

66

４．外部評価委員会配付資料ページへ戻る



DSパート

都市デザイン学部
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今後のIT人材の不足規模

68



デザイン思考を拓くデータサイエンス 学部設置申請書より, 2017

69



デザイン思考を拓くデータサイエンス 国大協広報誌 vol.52, 2019

70



数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）の位置づけ

2023年度
申請予定
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数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

72



数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

73



データサイエンスの必要性 学部パンフレット2023より

74



カリキュラムマップ2023 （都市・交通デザイン学科の例）

75



シラバス2023 データサイエンスI/確率統計（都市・交通デザイン学科の例）
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シラバス2023 データサイエンスII/多変量解析（都市・交通デザイン学科の例）

77



シラバス2023 データサイエンスIII/BD解析基礎（都市・交通デザイン学科の例）

78



DS科目履修者一覧 2022年度まで

科目名 学科 対象学年 時間割コード H30 R1 R2 R3
データサイエンスⅠ／確率統計 地球 1年(T3,T4) 195001 41 42 42 41
データサイエンスⅠ／確率統計 都交 1年(T3,T4) 195202 42 45 42 47
データサイエンスⅠ／確率統計 材料 1年(T3,T4) 195304 63 65 67 69
データサイエンスⅡ／多変量解析 地球 2年(T1) 190001 40 41 45
データサイエンスⅡ／多変量解析 都交 2年(T1) 190210 41 42 46
データサイエンスⅡ／多変量解析 材料 2年(T1) 190313 21 36 15
データサイエンスⅢ／ビッグデータ解析基礎 3年(T1) 190003 49 63

 データサイエンスI：
 学部必修科目

 データサイエンスII：
 都市・交通デザイン学科のみ必修科目
 地球システム科学科は選択科目であるがほとんどが履修している
 材料デザイン工学科の履修率が比較的に低い傾向

 データサイエンスIII：
 学部共通で科目を開講
 R4年度は55名が履修し、地球システム科学科の履修者が多い
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DS科目の学生アンケート結果

データサイエンス科目の授業評価アンケート結果（Q13～Q15の設問結果のみ）

Q13:板書、プロジェクター、プリント等の説明補助手段（遠隔授業の場合の諸ツールを含む）は授業内
容の理解に役立ちましたか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．ある程度、５．非常に）

Q14:授業中は集中できる環境が維持されていたと思いますか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．おおむね、５．非常に）

Q15:総合的に判断して、この授業に満足しましたか。

（A：１．不満、２．やや不満、３．中立、４．やや満足、５．満足）

H30 R1 R2 R3 Ave.

H30-
Q13

H30-
Q14

H30-
Q15

R1-
Q13

R1-
Q14

R1-
Q15

R2-
Q13

R2-
Q14

R2-
Q15

R3-
Q13

R3-
Q14

R3-
Q15

Q13me
an

Q14me
an

Q15me
an

データサイエンスI／確率統計（1
後）：1地球

4.0 3.8 3.7 4.0 3.9 3.8 4.1 4.1 4.1 4.0 4.2 4.2 4.0 4.0 4.0

データサイエンスI／確率統計（1
後）：2都交

3.7 3.3 3.3 3.9 3.6 3.2 3.9 4.2 3.6 4.1 3.8 3.5 3.9 3.7 3.4

データサイエンスI／確率統計（1
後）：3材料

3.2 3.4 2.7 3.7 3.6 2.7 3.9 3.8 3.5 3.9 4.0 3.5 3.7 3.7 3.1

データサイエンスⅡ／多変量解析
（2前）：1地球

4.2 4.0 4.1 4.4 4.1 4.4 0.0 0.0 0.0 4.3 4.0 4.2

データサイエンスⅡ／多変量解析
（2前）：2都交

3.4 3.1 3.2 3.7 3.5 3.6 4.0 4.1 4.1 3.7 3.6 3.7

データサイエンスⅡ／多変量解析
（2前）：3材料

3.6 3.8 3.3 4.2 4.2 3.9 4.5 4.5 4.4 4.1 4.2 3.9

データサイエンスⅢ（3前） 3.6 3.3 3.4 3.7 3.5 3.5 3.7 3.4 3.5
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DS科目の学生アンケート結果１

データサイエンス科目の授業評価アンケート結果（Q13～Q15の設問結果のみ）

Q13:板書、プロジェクター、プリント等の説明補助手段（遠隔授業の場合の諸ツールを含む）は授業内
容の理解に役立ちましたか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．ある程度、５．非常に）

Q14:授業中は集中できる環境が維持されていたと思いますか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．おおむね、５．非常に）

Q15:総合的に判断して、この授業に満足しましたか。

（A：１．不満、２．やや不満、３．中立、４．やや満足、５．満足）

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

H30-Q13 R1-Q13 R2-Q13 R3-Q13 Q13mean

Q13

データサイエンスI／確率統計（1後）：1地球
データサイエンスI／確率統計（1後）：2都交
データサイエンスI／確率統計（1後）：3材料

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

H30-Q14 R1-Q14 R2-Q14 R3-Q14 Q14mean

Q14

データサイエンスI／確率統計（1後）：1地球
データサイエンスI／確率統計（1後）：2都交
データサイエンスI／確率統計（1後）：3材料

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5

H30-Q15 R1-Q15 R2-Q15 R3-Q15 Q15mean

Q15

データサイエンスI／確率統計（1後）：1地球
データサイエンスI／確率統計（1後）：2都交
データサイエンスI／確率統計（1後）：3材料

データサイエンスI／確率統計（1後）
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DS科目の学生アンケート結果

データサイエンス科目の授業評価アンケート結果（Q13～Q15の設問結果のみ）

Q13:板書、プロジェクター、プリント等の説明補助手段（遠隔授業の場合の諸ツールを含む）は授業内
容の理解に役立ちましたか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．ある程度、５．非常に）

Q14:授業中は集中できる環境が維持されていたと思いますか。

（A：１．まったく、２．あまり、３．中立、４．おおむね、５．非常に）

Q15:総合的に判断して、この授業に満足しましたか。

（A：１．不満、２．やや不満、３．中立、４．やや満足、５．満足）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

R1-Q13 R2-Q13 R3-Q13 Q13mean

Q13

データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：1地
球
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：2都
交
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：3材
料

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

R1-Q14 R2-Q14 R3-Q14 Q14mean

Q14

データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：1地
球
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：2都
交
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：3材
料

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

R1-Q15 R2-Q15 R3-Q15 Q15mean

Q15

データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：1地
球
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：2都
交
データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）：3材
料

データサイエンスⅡ／多変量解析（2前）
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DS科目の学生アンケート結果

学科 時期 内容
都・交 H30後 ありがとうございました。
都・交 H30後 TAさんがいるので、分からないことがすぐ質問できる。

都・交 R2後 関数を理解する時間が短い。すぐに次の関数に移ってしまったりして質問することも整理できなかったことがあった

材料 R2後
最初は習っていることがあまりわかりませんでしたが、徐々に理解できました。実際にRを使って計算したりするのが
楽しかったです。

材料 R2後 演習の時間を座学に当ててもっと丁寧に座学を学びたかったです。独学しました。
材料 R2後 課題が難しくて多い。
材料 R2後 ついていけなかった。
地球 R3後 現在あらゆる分野でデータサイエンスが利用されていることもあり、大変興味深い講義でした。

都・交 R3後
2コマ190分にわたって続けて行うべき授業ではない。目や首が疲れ、エコノミークラス症候群にもなりかけたのか、
毎週この授業が終わる頃にはひどい頭痛や首・肩のコリ、足の痛みに悩まされた。

都・交 R3後
周りの人の話し声で集中できない時もありましたが、大部分は集中することができたので、課題や復習に苦労するこ
となく取り組むことができました。CAD室のスクリーンが少し小さくて見づらいことがあったので、工夫していただける
と幸いです。

都・交 R3後 解説をもう少し詳しくお願いします。
都・交 R3後 何人かの学生さんから教えていただくことが多く、一二時間で多くの考えを学ぶことができた。

材料 R3後
全体的に、講義の進度が速く、理解が追い付かなかった。そのせいもあってか、やや授業内容が多かったと思う。来
年はもう少し減らした方が良いのではないかと思う。

材料 R3後 難しかったです

材料 R3後
教科書を高速で朗読しているだけの授業、わからせる気など微塵も感じられない。
理解に役立つための例題が少ない上に何の説明もなくR言語のコマンドを使っていて、非常に雑である。

材料 R3後
授業進度が速いうえ、範囲もかなり広いのに、テスト勉強の期間が一週間だったので大変だった。もっとテスト勉強
期間を長くしてほしい。

材料 R3後 最初は難しかったけどわかるようになれば楽しいものです。

材料 R3後

座学のスピードが速すぎた。
また、演習の時間のノルマも、多くの人にとって量が多すぎて理解しながら進める余裕がなく、とりあえず終わらせる
ことを目標として講義資料の通りにRにコマンドを打ち込むだけの作業と化してしまっていたと思う。結果、毎週の課
題で各々理解するしかない状況だったが、それなら演習の時間は必要なかったのではないかと思う。
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DS科目の学生アンケート結果

データサイエンスII／多変量解析 都・交 R2後
現状のような講義のスタイルであるならばオンライン講義で実施しての十分事足り
る．なぜなら，担当教員の先生が講義をしているのは全体の4分の1にも満たず，他
の時間はほぼ自習状態だからである．

データサイエンスII／多変量解析 材料 R3前 難しかったです。
データサイエンスⅢ／ビッグデータ解析基礎 R2前 目が疲れるので対面形式がいい。
データサイエンスⅢ／ビッグデータ解析基礎 R2前 充実度が全くなかった
データサイエンスⅢ／ビッグデータ解析基礎 R2前 レポートのフィードバックが欲しかったです。
データサイエンスⅢ／ビッグデータ解析基礎 R2前 応用の利く内容で面白かった。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前

Slackを使った授業はあまり身に入らなかったと思います。授業であれば教員と受
講生が顔を合わせて声を聞くことで成立すると考えるので、遠隔であれば最初から
zoomで行っていただきたかったと思います。Slackは一度おいていかれると授業に
ついていけなくなるため、環境もよくなかったです。
Windows限定のソフトを紹介するのはMacを使用している人もいるため、よくない気
がします。
データサイエンス１や２で学んだことを再びしたところもあるため、新しい学びが他
に比べて少ない気がしました。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前 cad室が暑かったです

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前

Slackを用いて行う遠隔授業は、授業ではないと考える。授業はいくら遠隔であって
も、教員と学生が声を交わして授業を行うほうが良いと考える。サーバへの負荷を
軽減するために、Slackを用いたとのことであるが、授業のために投資をしない大学
はいかがなものだろうか。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前
sulackは先生の声がないため、わかりにくく質問しにくかった。
また、質問やトラブルがあったときに、置いていかれた。理解が学生任せな部分が
多く、自分で勉強してもあまり変わらない感じだった。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前
Slackでの授業は慣れていなかったので、授業内容を理解することや授業そのもの
を受けるのが大変であった。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前
授業資料は、後から見て理解しにくい作りになっている。分析の重点が実践に偏っ
ており、分析の理論の説明が不十分であった。やってみれば分かるが、なぜそうな
るかが伝わらなかった。

データサイエンスIII／ビッグデータ解析基礎 R3前
第7回のレポートについて、課題として提示されたデータがアクセスできずに課題が
できなかった。別の手段で配布してほしかった。

84４．外部評価委員会配布資料ページへ戻る



学部共通教育の特長 （２）デザイン思考，PBL
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資料４



デザイン思考，PBL

デザイン思考基礎
（２年次必修）

１ターム，週１回２コマ
地球，都市・交通（~80名）
材料 （~60名）

全学横断PBL
（３年次選択）

対象：全学部
集中講義（３日間）

夏季休業期間（9月末）
1グループ：6～7名

地域デザインPBL
（３年次必修）

１ターム，週１回２コマ
1グループ：６～７名
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デザイン思考基礎

目標
・デザイン思考の一連のプロセス
（観察⇒分析⇒発想⇒試作⇒評
価）の体験を通して，共創術を
身に付ける。

・ユーザーとの「共感」により，
潜在的ニーズやモノゴトの本質
を探究できるようになる。

・幅広い柔軟性のあるアイデアの
展開，現場に即した適切な具体
化ができるようになる。

1ターム，週1回2コマ
第１週 デザイン思考とは？
第２週 デザイナーの考え方

学生の身近な事例から学ぶ
第３週 潜在的ニーズ・モノゴトの本質探求
第４週 問題解決・提案の方向性決定
第５週 アイデア展開
第６週 具体化
第７週 着地点のイメージ検証

プレゼンテーション資料作成
第８週 最終プレゼンテーション
※ 毎回 グループワーク
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全学横断PBL，地域デザインPBL

・学部開設時（2018年）から担当教員からなるWGで
実施方法，内容等を検討

・シンポジウム，講演会の開催 先行する他大学の事例

・地域の現実を知る大人に参加していただく
（自治体，企業，NPOなど）

⇒ 2020年度からスタート
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全学横断PBL

3年次 集中講義（3日間） 夏季休業期間（9月下旬）

４月 テーマの発表 ⇒ 履修登録（希望テーマ）
６月 グループ分け発表
９月 プレレクチャー 地域で活躍する方の講演（オンライン）
９月末 全学横断PBL

地域，社会に係わるテーマ
⇒ 問題の絞り込み （観察，分析）
⇒ 解決策の検討 （発想，試作，評価）

地域の大人（自治体，企業，NPO）も参加
ある分野のプロとして または 先輩として

※ テーマによってはフィールドワーク

⇒ 発表会

繰り返し
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全学横断PBL
テーマの例（2022年度）
地域づくり
富岩運河を活かしたまちづくり
富山のライブ・データ，その活用法を考える
富山の魅力を伝える新たなPR法
路面電車のネットワークとまちづくりを考える
廃校の新たな活用法を考える

観光
富山の「お土産（お持ち帰り！）」
目利き観光客が「納得」する，富山○○ツアー
ジオパークで遊びをデザイン

環境
身近で意外なゼロカーボン
森林の循環利用をデザインする

その他
私たちだからできるこれからの起業
「地域に点在する○○」で，SDGs
これからの時代の新たな-シェア-を考える
雪国の不便益から考える魅力・付加価値
富山でユニバーサルデザイン
アフターコロナの新しい「〇〇」
楽しい・新たな「歩き・回遊」で健康をデザイン
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地域デザインPBL

3年次 第３ターム（10～11月） 週１回２コマ

8月 テーマの提示 ⇒ 希望テーマ調査
9月 グループ分け発表

10～11月
地域のテーマ （自治体やNPO等からの提案もある）

⇒ 問題の絞り込み （観察，分析）
⇒ 解決策の検討 （発想，試作）
⇒ 中間発表 （評価）
地域の大人（自治体，企業，NPO）も参加
ある分野のプロとして または 先輩として

⇒ デザイン思考のプロセスを繰り返す
⇒ 発表会

繰り返し
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地域デザインPBL

テーマの例(2022年度)
「伝統産業×万葉線×食文化」から考える高岡の魅力発信 （高岡市）
栴檀山地域を守るために私たちができること （砺波市）
楽しい・新たな「まち歩き」をデザインする （富山市）
災害ハザード情報の見える化を考える （富山市，高岡市など）
運河などを現代に活かすまちづくり （富山市）
地域を活性化する城端線のLRT化をデザインする（砺波市，南砺市など）
廃棄されていくバスの再利用と高機能化を考える
資源循環社会構造のデザイン
大自然の地下に眠るエネルギー資源の利活用 （富山県）
交通まちづくりにおけるゲーミフィケーションの地域活性化への効果の検証 （富山市）
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最終発表の例（地域デザインPBL）

資源循環社会構造のデザイン
アルミのリサイクル，カーボンニュートラル

立山室堂における火山シェルター
防災，デザイン
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TOYAMA Green Alumi

地域デザインP B L  成果発表会
2 0 2 1 / 1 2 / 0 8午後

富山国際会議場メインホール

J-2班「資源循環社会構造のデザイン」
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グリーンアルミニウム

従来のアルミニウム

グリーンアルミニウム

付加価値

炭素排出量
最大86.7％

（CO2換算）
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日本と富山の強み

世界でも高いリサイクル率 富山県の豊富な水力源 アルミ産業は富山県の主要産業
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アルミメーカー

リサイクル材で生産
97%のCO2削減

日本へ輸入される新地金の
約５割は水力電源

地金の約4割が
リサイクル材

CO2
96.6%減

(参考：UACJ)（参考：日本アルミニウム協会）（参考：経済産業省）
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循環デザイン

Green
Energy

回収（学生）
リサイクル業者

大学生協（販売）

学生（購入）

アルミメーカー
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缶デザイン

シンプル

グリーンアルミを知ってもらえる

色を使わない印象的なデザイン

飲み物の種類はキャップで

レーザー加工やエンボス・デボス加工

塗装を行わないことで
リサイクル時の不純物
除去の工程を省く
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回収デザイン

3

21

4

月のポイント達成目標（毎月更新）
終わりが見える→意欲向上

・購買
・食堂
・学内自動販売機

ポイントは
学内で広く使える

大学生協にて
販売・購入

回収ボックス
入れてからタッチでポイント付与

大学生協アプリ
「Unico」と連携
より参加しやすく

レレレレレレレレ
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3

21

4
Green
Energy

持続可能な循環システム

CO2
96.6%減
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立山室堂における火山シェルター （背景）
立山室堂周辺

2014年御嶽山噴火と
同様な水蒸気噴火が
危惧されている。

観光客・登山客の安全

⇒ シェルターの設置が
急務
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噴石から身を守るためのシェルター
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噴石から身を守るためのシェルター
実用本位

景観への配慮が不足

⇒ デザインも
優れている
シェルターが
必要
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立山室堂における
火山シェルターの提案

H-1班

地域デザインPBL 最終発表会 2021/12/8
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4．提案① 地上型

メリット デメリット
すぐ入れる 景観を壊す

見つけやすい

環境負荷が小さい
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4．提案② 半地下型

メリット デメリット
景観△ 地下部分のメンテナンスしにくい

地形に手を加える
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4．提案③ 地下型

メリット デメリット
景観に影響を与えない メンテナンスがしにくい

デザインの自由度が高い 地形に手を加える

壊れていても気づかない
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7．最終提案 腰掛けシェルタ－

大きさ
高さ:80cm
横:230cm
奥:45cm

※図：CADによって作成                                                       109



7．最終提案 腰掛けシェルタ－

使用方法
平常時
腰掛ける、荷物を置く等

災害発生時
シェルター内にしゃがんで入る
リュックを背負って入る
３０分～1時間程度

※図：CADによって作成                                                       110



7．最終提案 腰掛けシェルタ－

６つの層状の構造
（材料） 岩石シート アラミド繊

維

防水シート フッ素塗装 鉄筋コンク
リート 剥落防止材
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7．最終提案 腰掛けシェルタ－

設置場所
石畳の登山道内

立山室堂周辺 （2021/6/12 川﨑撮影）
を加工して作成

立山室堂での火山シェルター設置イメージ写真
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学生・外部の方々の声

学生
・他学部・他学科の学生との協働は楽しい。刺激的。
・自治体や企業の方々と話すことは勉強になる。

多様な他者との共創の意義

外部の方々
・学生の感性や視点，発想等を肌で感じることができた。

建設的に議論していく学生の力を評価
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課題

（１）テーマの選定
学科の専門との関係が見えにくい
⇒ 各テーマについてそれぞれの学科の切り口をヒントとして与える

（２）地域の大人の関わり
地域の大人の思いが強すぎることがある
⇒ 事前に「学生が主体であること」を理解していただく

（３）履修学生の偏り（全学横断PBL）
都市デザイン学部の学生が6～7割
⇒ 来年度以降，他学部でも「専門科目」として設定していただく
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例えば（2022年度の計画から）

楽しい・新たな「まち歩き」をデザインする

地球： 対象地域の地球科学的特徴，自然災害リスク

都交： 地域内のインフラ

材料： 構造物の特徴的な材料
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•概要
•授業評価アンケート
•学生生活満足度
•休学，退学状況、進級状況
•進学・就職状況

教育の成果

富山大学都市デザイン学部
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概要

• ２０１８年度の設置以降、富山大学全学のモデルケースとして、いち早く教育分
野融合型の授業と、クォーター制の導入を行った。

• 教育分野融合型の「全学横断PBL」、都市デザイン学部３年生の必修授業「地域
デザインPBL」を実施している(別途報告)

• 富山大学の中期目標・中期計画に則り、学部の方針を半期ごとに点検し、PDCA
を実施している。

• 全学で実施されている授業アンケート、満足度アンケートを実施して、教育改善
を実施している。

• 全学年のGPAを把握した。各学年、各学科でのGPAを数値として示して、個別の
学生指導に利用することを開始した。(目安となるGPA値（1.5）)

• 全学的な英語教育・アクティブラーニング、データサイエンス教育への取り組み
を実施している。(アクティブラーニングを実施する授業の割合の調査、数理・
データサイエンス・AI 教育プログラムに関する学科毎の履修モデルの作成) (別途
報告)

• 学生や社会に対する本学部の教育の「見える化」を推進。３学科で日本技術者教
育認定機構(JABEE)の継続審査、予備審査を受審した。予備審査を受審した地球シ
ステム科学科と都市・交通デザイン学科は暫定認定(５年)、継続審査の材料デザ
イン工学科は認定(６年)という結果を得た。

• キャリア支援の一環として，2021年度からPROGテストを１年生及び４年生に対
して実施し，その解析結果を対象の各学生に配付するとともに，解説会を実施し
た。

概要
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•例えば、中期計画８の「GPAの活用」について
は、全学年分を把握した。

さらに、 GPAを活用して

•学生個人の学習指導に対する活用方法の検討。
•大学院推薦
•学部長表彰
を行っている。
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• 授業アンケートは下記の１５項目について、５段階評価。

• 各タームで実施され、前半と後半の年２回、まとめがなされる。

• 結果は、科目担当の各教員に配布されるとともに、大学、学部全体の傾向も通知
される。

1. あなたは、この授業を何回欠席しましたか
2. あなたのこの授業に取り組む姿勢は積極的でしたか、それとも消極的でしたか
3. 授業開始前にシラバスを読みましたか
4. 授業内容はシラバスに書かれていたとおりでしたか
5. 教員の言葉は聞き取りやすいものでしたか
6. 説明は要領を得てわかりやすいものでしたか
7. この授業の進む速さはあなたに合っていましたか
8. この授業の難易度はあなたに合っていましたか
9. この授業を、全体として理解できましたか
10. この授業の分野に対する興味関心は増しましたか
11. この授業についての授業外での学習（予習・復習・課題など）を、１週間に平均で何時間くら
いしましたか

12. 授業について分からないことがあれば質問する機会が与えられていたと思いますか（オフィス
アワーや質問を書いて提出するなどの方法も含む

13. 板書、プロジェクター、プリント等の説明補助手段は授業内容の理解に役立ちましたか
14. 授業中は集中できる環境が維持されていたと思いますか
15. 総合的に判断して、この授業に満足しましたか

授業評価アンケート
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授業評価アンケート 学部共通科目(必修)
Q13 板書、プロジェクター、プリント等の説明補助手段
は授業内容の理解に役立ちましたか
Q14 授業中は集中できる環境が維持されていたと思いま
すか
Q15 総合的に判断して、この授業に満足しましたか

学部共通科目(必修)については、ほぼ学年進行
とともに、4.0程度の値へと改善されている。
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授業評価アンケート 都市デザイン学部 集計表

Q6. 説明は要領を得てわかりやすいものでしたか

• 授業評価の満足度を左
右する質問項目Q6. 
「説明は要領を得てわ
かりやすいものでした
か」について、全講義
科目の平均値をまとめ
た。

• 「中立」を除く、肯定
的回答は年々増加して
おり、現在は80%の科
目が、よい、やや良い
となっている。
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２年次以降の英語教育の改善
以下のeラーニングシステムを導入、R5年度より授業
科目として導入予定。

• アルクネットアカデミーNEXT R3. 4. 19より試験運用。

• 下記の５コースを利用可能
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１科目当たりの授業時間外
学習時間

H30-R1 平均1.66時間
R2 前期2.23時間

後期2.12時間
R3 前期1.74時間

後期2.00時間

• １科目当たりの授業時間外の学習時間に
は年度による変動があるが、総じて増加
傾向に転じている。

• 遠隔授業の実施方法に慣れてきたことが
少なからず影響している可能性もある。
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第１期(2018年度入学生)の１年次終了時と卒業時との比較

• 教育内容に関する満足度については、肯定的な意見が33%であるが、「どちらでもな
い」の回答がほぼ同ポイントであった。

• また、資格取得と英語教育については、肯定的回答が20%程度、「どちらでもない」を
40%を越える学生が回答をしている。

• 上記については、アンケートがほぼ教養教育科目の終了時で行われたので、教養教育科
目については肯定的回答が52%であった。このことを踏まえると、２年次以降実施の専
門科目の履修状況を注視しつつ、今後、見直しと改善、十分なガイダンスが望まれた。

• 事実、上記の懸念は、同年度入学生の４年次卒業時アンケートでは、肯定的回答が70%
を越えて、払拭された。継続的な点検と改善を実施していく。

• 助言教員制度については56%の学生が肯定的回答であったが、どちらでもないの回答が
34%あり、質の改善が望まれた。R４年度にはきめ細やかな指導を実施したことで、80%
近くまで改善された。

• 奨学金や留学制度については６０%を越える学生がどちらでもないと回答しており、制
度の見直しと改善、十分なガイダンスが望まれる。

• 30%の学生が課外活動には参加せず、家庭の経済的な理由を反映して、85%の学生が２時
間以上のアルバイトをしている。

学生生活満足度
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第１期(2018)入学生 ２年進級時のアンケート (2019.12作成)
(＊満足度アンケートから教育面を抜粋)
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卒業研究

４月から概ね翌年２月まで、

①卒業研究テーマの設定、

②研究計画、

③研究の遂行、

④中間報告、

⑤卒業論文執筆、

⑥卒論発表準備

を各学科の研究室単位で実施、

⑦最終発表会・審査

を各学科で実施して総合評価
している。

令和３年度卒論研究発表対象者全員が、別紙の卒論研究テーマを発表会に
て発表を行った。

卒業研究のシラバスの例 (都市・交通デザイン学科)
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卒業研究テーマの例
ハード系
・既設不透過型砂防堰堤のための新たな高機能化対策の提案
・中小河川の氾濫解析における降雨推定および流出解析手法の比較
・地盤ー杭連成系制振構造に関する研究
・降雨被害縮小に資する木炭盛土に関する研究ー土中における木炭の吸水特性の評価ー
ソフト系
・脱炭素社会を実現するための既存住宅の省エネ改修に関する研究
・近年のドイツにおける橋梁を対象とした設計競技方式の動向に関する研究
・地域活性化を実現するための地方地域での観光事業の成功要因の分析研究
・AIカメラで取得した交通データを用いた橋梁の荷重評価の検討
・新たな駐車場による大規模イベント時の渋滞緩和～富山おわら風の盆を事例として～
・地域鉄道のサービスレベルに関する住民意識の考察
・タクトダイヤによる地方都市間の鉄道の利便性向上に関する研究
ースイスと日本を対象にした経年変化の分析ー

・富山県におけるマルシェの現状とそれを担う人々の意識に関する研究
・地域生活拠点への居住推進に向けた駅まち空間の構成要素に関する研究
・大雪時における自動車の急ハンドル及び急加減速の時系列変化に関する研究
ー交通障害の予測方策の確立に向けてー
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(第１期卒業生)

• R３年度卒論研究発表対象者につい
ては、進学・就職100%を達成して
いる。

•特に進学については、50%を越えて
おり、４年で卒業ではなく、より専
門性の高い業種への就職を学生は希
望している傾向がうかがえる。

進学・就職状況
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令和３年度卒業生の進路(内訳)

各学科共に、卒業生は学科設置のコンセプトに沿った進路へと進んでいる様子が明
らかになりつつある。
進路として特徴的な業種等：
地球システム科学科: 進学(53%) + 情報通信(19%)+公務員(11%)+建設業(8%)
都市・交通デザイン学科: 進学(52%) + 学術研究、専門・技術サービス業(12%)

+公務員(9%) + 運輸業・郵便業(6%) + 製造業(6%)
材料デザイン工学科: 進学(54%) + 製造業(29%)                                                       136



[別添資料]

• 中期目標・中期計画
• カリキュラムマップ
• 卒論シラバス
• 卒論発表会
• 入試制度、入試得点、GPA、取得単位数の相関
• 学生生活満足度アンケート
• PROGテスト
• 授業評価アンケート
• 初年次教育改善案
• 全学版 休学・退学状況
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別添資料 中期目標・中期計画
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別添資料 中期目標・中期計画
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別添資料 中期目標・中期計画
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別添資料 中期目標・中期計画
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別添資料 中期目標・中期計画
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別添資料 カリキュラムマップ

地球システム科学科
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別添資料 カリキュラムマップ

都市・交通デザイン学科
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別添資料 カリキュラムマップ

材料デザイン工学科
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シラバス 地球科学システム科学科別添資料 卒論シラバス
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シラバス 都市・交通デザイン学科別添資料 卒論シラバス
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シラバス 材料デザイン工学科別添資料 卒論シラバス
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別添資料 卒論発表会
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別添資料 卒論発表会
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別添資料 卒論発表会
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別添資料 入試制度、入試得点、GPA、取得単位数の相関
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別添資料 入試制度、入試得点、GPA、取得単位数の相関
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別添資料 入試制度、入試得点、GPA、取得単位数の相関
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第１期(2018)入学生 ２年進級時のアンケート (2019.12作成)
別添資料 学生生活満足度アンケート

                                                       155



別添資料 学生生活満足度アンケート
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別添資料 学生生活満足度アンケート
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別添資料 PROGテスト
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授業評価アンケート 全学まとめ

• コロナ禍を契機に，令和２年度から授業評価アン
ケートの実施方法を，Moodle を用いたWEB 方式に
変更した。

• WEB 方式に切り替えてからは，満足度が向上する
一方，回答率は著しく下がっている。

＜回答率が下がる主な原因＞

• 学生へのアンケート回答用URL の周知は，教員や
学部教務事務担当による周知が中

• 心であったため、部局によっては周知が不十分で
あった。

• Moodle でアンケートに回答する度にログインする
必要があり，学生にとっては負担となっていた。

別添資料 授業評価アンケート

                                                       159



別添資料 授業評価アンケート
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Q15 総合的に判断してこの授業に満足しましたか
別添資料 授業評価アンケート

                                                       161



別添資料 授業評価アンケート
(例 材料工学概論Ⅰ)
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別添資料 授業評価アンケート
(例 材料工学概論Ⅰ つづき)

別添資料 初年次教育改善案
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休学，退学状況、進級状況

•全学的に休学者
は増加傾向。

•学部設置後の４
年目に退学者が
多かった。留年
を敬遠したため
か、あるいはコ
ロナ禍の影響と
考えられる。

全学版
学部別H30~R3の休学・退学状況

休学率＝当該年度の休学者数／当該年度の在籍者数（5/1時点），

ただし留学による休学者は除く。数字は当該年度の休学者数

退学率＝当該年度の退学者数／当該年度の在籍者数（5/1時点）

数字は当該年度の退学者数

別添資料 全学版 休学・退学状況
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